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一 

建
築
基
準
法
上
、
安
全
性
の
審
査
に
建
設
大
臣
及
び
地
方
公
共
団
体
が
関
与
す
る
基
準
と
程
度
を
伺
い
た 

い
。 

昭
和
六
十
三
年
七
月
十
七
日
午
前
十
時
二
十
分
頃
、
香
川
県
坂
出
市
番
の
州
で
開
催
中
の
瀬
戸
大
橋
博
覧
会
場

内
瀬
戸
大
橋
タ
ワ
ー
会
社
（
秋
山
憲
夫
社
長
）
経
営
の
展
望
タ
ワ
ー
が
地
上
か
ら
一
〇
五
米
の
高
さ
で
宙
吊
り
に
な

つ
た
事
故
は
、
こ
の
種
の
遊
戯
施
設
が
最
近
ブ
ー
ム
の
傾
向
に
あ
り
安
全
と
ス
リ
ル
が
隣
り
合
つ
た
観
が
あ
る
。 

二 

営
業
当
事
者
た
る
瀬
戸
大
橋
タ
ワ
ー
会
社
の
安
全
管
理
体
制
に
問
題
は
な
か
つ
た
か
。 

 
今
回
宙
吊
り
事
故
発
生
に
先
だ
つ
七
月
九
日
に
も
地
上
一
・
五
米
の
高
さ
で
故
障
停
止
し
乗
客
を
脚
立
で
お

ろ
す
事
故
が
あ
り
、
更
に
後
日
同
様
な
事
態
が
繰
り
返
さ
れ
た
と
聞
く
。
し
か
も
こ
の
連
続
事
故
は
七
月
十
七 

従
つ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 
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今
回
の
瀬
戸
大
橋
博
覧
会
場
の
近
隣
は
も
と
よ
り
、
全
国
的
に
も
同
種
の
遊
戯
施
設
が
設
置
さ
れ
あ
る
い
は 

三 

七
月
九
日
の
事
故
の
際
も
乗
客
の
一
人
一
人
が
脚
立
を
使
つ
て
避
難
す
る
と
い
う
非
近
代
的
な
対
応
を
し
た

と
聞
く
。 

七
月
十
七
日
の
宙
吊
り
事
故
の
際
は
、
百
二
名
の
乗
客
乗
員
に
対
し
定
員
三
名
の
作
業
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

使
つ
て
二
名
づ
つ
降
下
さ
せ
た
。
結
果
と
し
て
事
故
発
生
か
ら
救
助
完
了
ま
で
六
時
間
半
を
要
し
た
と
い
う
。 

日
の
宙
吊
り
事
故
の
後
で
判
明
し
た
。 

こ
の
事
実
が
示
す
と
お
り
、
こ
の
展
望
タ
ワ
ー
に
は
救
急
施
設
は
具
備
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の

制
度
上
の
設
置
義
務
は
な
い
の
か
。 

前
二
回
の
事
故
報
告
は
な
さ
れ
て
い
な
い
と
聞
く
が
、
報
告
義
務
は
な
い
の
か
。 

日
常
運
転
に
つ
い
て
指
導
監
督
す
べ
き
行
政
機
関
の
責
任
と
指
導
体
制
は
ど
う
な
つ
て
い
る
の
か
。 

非
常
救
急
の
方
法
や
組
織
体
制
、
あ
る
い
は
従
業
員
の
訓
練
な
ど
整
備
は
万
全
で
あ
つ
た
か
ど
う
か
。 
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五 

計
画
中
と
聞
く
が
、
こ
れ
ら
の
建
設
に
つ
い
て
建
築
許
可
基
準
の
見
直
し
と
同
時
に
非
常
救
急
体
制
の
整
備
を

行
う
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。 

右
質
問
す
る
。 


